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第
53
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
41
回
ト
リ
ム
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
10
月
20
日
、
山
陽
小
野
田
市
の

「
青
年
の
家
」
と
「
埴
生
小
学
校
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
壮
年
の
部
は
豊
浦
支
部
、
青
年
の

部
は
下
松
支
部
が
優
勝
。
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

山
口
支
部
が
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
９
支
部
約
２
９
０

人
の
方
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間
の
親

睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
初
め
て
山
陽

小
野
田
市
で
の
開
催
。

　

前
日
ま
で
の
雨
で
開
催

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
当

日
は
快
晴
と
な
り
、
午
前

９
時
各
支
部
の
桃
太
郎
旗

が
は
た
め
く
な
か
の
開
会

式
。
吉
村
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
一
番
く

じ
を
引
い
た
宇
部
支
部
の

西
嶋
青
年
部
長
が
力
強
く

選
手
宣
誓
を
し
て
競
技
に

　

全
建
総
連
第
35
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
が
９

月
21
～
23
日
の
3
日
間
、

石
川
県
金
沢
市
「
石
川
県

産
業
展
示
館　

３
号
館
」

　

建
設
山
口
か
ら
は
県
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
上
位
２

人
、
河
内
信
宏
（
光
）
さ

ん
、
𦿷
涼
輔
（
豊
浦
）
さ

ん
が
代
表
と
し
て
出
場
し

み
立
て
へ
と
作
業
を
進
め

ま
す
。
２
人
は
全
力
を
尽

く
し
て
作
業
を
進
め
ま
し

た
。

　

２
人
は
時
間
内
に
作
品

で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
38

県
連
・
組
合

80
人
が
出
場

し
、
競
技
課

題
の
「
四
方

転
び
踏
み
台
」

が
り
、
決
勝

戦
。
接
戦
を

制
し
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
２

対
１
で
山
口

支
部
が
優
勝
、

準
優
勝
は
宇

部
支
部
で
し

た
。
混
合
の

部
の
優
勝
は

全
勝
の
吉
南

支
部
、
準
優

勝
は
山
口
支

部
で
し
た
。

を
完
成
さ
せ

た
も
の
の
、

全
国
大
会
の

レ
ベ
ル
は

年
々
上
が
っ

て
お
り
、
惜

し
く
も
入
賞

の
製
作
に
望
み
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
台
風
の
接

近
に
よ
り
交
通
規
制
の
中
、

参
加
者
は
移
動
に
た
い
へ

ん
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

競
技
時
間
は
６
時
間
で
、

ま
ず
現
寸
図
を
作
成
。
そ

の
後
、
休
む
暇
な
く
木
削

り
・
墨
つ
け
・
加
工
・
組

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
の
仲
間
と
技
を
競

い
合
い
、
来
年
に
向
け
て

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

入
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
青
年
の
部

６
チ
ー
ム
、
壮
年
の
部
４

チ
ー
ム
の
合
計
10
チ
ー
ム

が
参
加
。
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

青
年
の
部
は
、
攻
撃
力

が
目
立
っ
た
下
松
支
部
と

宇
部
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
あ

が
り
、
決
勝
戦
は
初
回
に

宇
部
支
部
が
11
点
を
取
り
、

決勝戦は互いの打線が爆発し点の取り合いに

38県連・組合から80人が出場

熱戦につぐ熱戦で会場は大盛りあがり

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

下
松
支
部
〔
青
年
の
部
〕

豊
浦
支
部
〔
壮
年
の
部
〕

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

優
勢
に
試
合
を
進
め
ま
し

た
が
、
３
回
裏
に
下
松
支

部
が
一
気
に
13
点
を
取
り

逆
転
。
15
対
13
で
下
松
支

部
が
競
り
勝
ち
優
勝
。

　

壮
年
の
部
は
、
攻
撃
力

の
美
祢
支
部
と
守
備
力
の

豊
浦
支
部
の
決
勝
戦
と
な

り
、
豊
浦
支
部
が
８
対
４

で
勝
利
し
、
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

　

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
の
合
同
の
開
会
式
を

終
え
た
後
、
体
育
館
に
移

動
し
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
婦
の
会
の
部
５
支
部

６
チ
ー
ム
、
混
合
の
部
は

３
支
部
３
チ
ー
ム
が
出
場
。

主
婦
の
会
の
部
は
２
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
総
当
り

の
リ
ー
グ
を
戦
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

上
が
っ
た
チ
ー
ム
で
決
勝

戦
を
行
い
、
混
合
の
部
は

総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
主
婦
の
会
の

部
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

宇
部
支
部
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
山
口
支
部
が
勝
ち
上

優勝を飾った豊浦支部（左）と下松支部（右）

締切は12月2日
（本部必着）
どしどし

御応募ください

新年号の原稿

募　 集

　

組
合
で
は
出
来
る
限

り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
号
は
新
年
号
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
要

領
で
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
し
ど

し
所
属
支
部
を
通
し

て
、
原
稿
を
お
送
り
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
掲

載
さ
れ
た
方
に
は
、
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

◇
内　

容

　

①
我
が
家
、
私
の
自

慢
話
②
我
が
家
、
私
の

正
月
の
過
ご
し
方
③
年

お
と
こ
、年
お
ん
な
（
新

年
の
抱
負
）
④
我
が
家
、

私
の
健
康
法
⑤
写
真
、

絵
画
、
短
歌
な
ど
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◇
字　

数

　

４
０
０
字

◇
締　

切

　

12
月
２
日
必
着

国民年金基金に加入しましょう

スポーツで仲間と親睦
第53回ソフトボール大会

優勝

全
国
の
仲
間
と

技
を
競
い
合
う

トリムバレーボール大会

山口支部優勝
主婦の会の部
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10
月
１
～
３
日
の
３

日
間
、
県
下
11
の
税
務
署

に
対
し
て
、
要
望
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
例
年

ど
お
り
、
建

設
山
口
本
部

の
税
金
担
当

役
員
と
各
税

務
署
管
内
の

該
当
支
部
の

代
表
で
、
３

日
間
で
延
べ

30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
署

で
異
動
の
た

め
総
務
課
長

が
替
わ
っ
て

お
り
、
軽
減

税
率
及
び
消
費
税
率
の

10
％
の
導
入
に
つ
い
て
ふ

れ
な
が
ら
、
ま
ず
は
簡
単

に
建
設
山
口
の
概
要
を
説

明
。「
所
得
計
算
書
学
習

会
」「
確
定
申
告
学
習
会
」

「
申
告
相
談
会
」
に
組
合

と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

「
申
告
書
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
に
つ
い
て
、
無
記

入
の
場
合
の
取
扱
に
つ
い

て
変
更
は
あ
る
の
か
」
の

問
い
に
つ
い
て
は
「
昨
年

と
同
様
に
、
無
記
入
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
受
理
し
な

い
こ
と
は
な
い
。た
だ
し
、

一
定
の
指
導
は
し
て
い

く
」
と
の
返
答
で
し
た
。

　

ま
た
、
税
務
署
側
か
ら

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
説

明
会
を
開
催
し
て
い
く
の

で
、
疑
問
等
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
」、「
国
の
方
針
と

し
て
は
経
費
節
減
の
為
に

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
告
書
作
製
コ
ー

ナ
ー
や
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
適
格
請
求
書

保
存
方
式
が
こ
の
ま
ま
の

形
で
導
入
さ
れ
る
と
、
免

税
事
業
者
で
あ
る
零
細
企

業
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

て
し
ま
う
。ま
た
、建
設
業

界
の
人
手
不
足
に
拍
車
が

か
か
る
懸
念
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う

な
方
式
を
考
え
て
欲
し
い

と
の
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え

る
自
民
党
・
山
口
県
会
議

員
と
の
意
見
交
流
会
を
10

月
10
日
に
山
口
市
の
「
防

長
苑
」で
開
催
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
吉
村

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

　

技
能
労
働
者
の
処
遇
改

善
と
、
技
能
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
若
年
入
職
者
の

増
加
を
大
き
な
目
的
と
す

る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
が
本
年
４
月
か

ら
本
運
用
が
開
始
し
ま
し

た
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
と
は
、
技
能
者

の
就
業
履
歴
や
保
有
資
格

等
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る

建
設
業
界
統
一
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
情
報
・
技
能
者

情
報
の
登
録
申
請
の
方
法

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

（
税
込
２
５
０
０
円
）、
郵

送
申
請
（
税
込
３
５
０
０

円
）、
窓
口
申
請
（
税
込

３
５
０
０
円
）
の
３
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

山
口
県
で
は
既
に
一
般

財
団
法
人
・
建
設
業
振
興

基
金
が
窓
口
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
建
設
山
口

本
部
で
も
10
月
か
ら
窓
口

受
付
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
お
問
い
合
わ
せ
は
本

部
ま
た
は
お
入
り
の
支
部

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
登
録
前

の
経
験
を
加
算
し
た
技
能

評
価
は
５
年
間
の
限
定
措

置
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

四
役
を
中
心
に
９
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
自
民
党
側

か
ら
は
、
５
人
が
出
席
さ

れ
、
今
回
は
柳
居
俊
学
・

県
議
会
議
長
に
も
初
め
て

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
若
者

の
入
職
促
進
、
技
術
・
技

能
の
継
承
、
と
り
わ
け
技

能
労
働
者
へ
の
適
正
な
賃

金
確
保
と
労
働
環
境
の
改

善
を
目
指
し
、
地
域
の
厳

し
い
実
情
を
県
議
に
把
握

し
て
も
ら
い
、
私
た
ち
の

諸
要
請
を
理
解
し
て
も
ら

う
目
的
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
年
度
の
県
独
自
の

「
特
定
健
診
等
に
か
か
る
補

助
制
度
」
で
も
多
大
な
御

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
建
設
山
口
の
運

動
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
、

継
続
し
て
意
見
交
流
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
と
な
り
、
確
定

申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
税
制
は

毎
年
の
よ
う
に
変
わ
り
、

誤
っ
た
思
い
込
み
で
申

告
を
し
て
し
ま
う
と
、

無
駄
な
税
額
を
納
付
す

る
こ
と
に
も
繋
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
10
月
か
ら

消
費
税
率
が
８
％
か
ら

10
％
に
増
税
し
た
こ
と

も
あ
り
、
帳
簿
の
税
別

記
載
や
消
費
税
課
税
業

者
の
確
定
申
告
な
ど
、

例
年
に
増
し
て
消
費
税

の
計
算
が
複
雑
に
な
っ

■所得計算書学習会日程

■確定申告学習会日程（予定）

て
い
ま
す
。　

　

正
確
な
確
定
申
告
を

す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
記
帳
が
必
要
で
す
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
全

て
の
事
業
者
に
記
帳
及

び
帳
簿
の
保
存
が
義
務

付
け
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

そ
の
た
め
全
建
総
連
の

「
日
計
記
帳
用
紙
」
で

日
々
の
記
帳
か
ら
そ
の

月
の
会
計
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
「
所
得
計
算
書
」

に
転
記
し
、
月
々
の
記

帳
か
ら
そ
の
年
の
収
支

を
計
算
し
て
い
た
だ
き
、

収
支
内
訳
書
（
白
色
申

告
）
ま
で
は
正
確
に
出

来
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
所
得
計
算
書
学
習
会

を
今
年
度
も
上
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書

の
記
入
方
法
や
留
意
点

に
つ
い
て
学
習
す
る
確

定
申
告
学
習
会
も
上
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

両
学
習
会
と
も
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
筆

記
用
具
・
電
卓
は
お
忘

れ
な
く
。
参
加
希
望
の

方
は
、
早
め
に
お
入
り

の
支
部
を
通
じ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日程 時間・場所 対象支部

12月1日㈰
13：00～16：00

全支部
下関リサイクルプラザ

12月4日㈬
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店

12月5日㈭
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

日程 時間・場所 対象支部

1月20日㈪
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店

1月24日㈮
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

1月26日㈰
13：00～16：00

全支部
下関リサイクルプラザ

上
記
学
習
会
を
開
催

￨
申
し
込
み
は
各
支
部
ま
で
￨

本部・支部役員が代表して（10/3下関合同庁舎）

柳居県議会議長（右）

技能者情報の登録申請方法

技能者情報の登録申請方法は、三つのパターンがあります。

インターネット申請

技能者 ID、カード発行
（登録完了）

登録料のお支払い〔3,500円（税込）〕

登録料の
お支払い

〔2,500円（税込）〕

建設キャリアアップシステム
ホームページからの

登録申請

インターネット申請が
便利で、割安です。

郵送申請

記入済の登録申請書を
専用封筒に封入して郵送

窓口申請

記入済の登録申請書を
直接窓口に持参

■登録申請方法

登録
申請書

登録
申請書〒

受付

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

本
部
で
窓
口
受
付
を
開
始

県
下
11
税
務
署
へ
要
望

零
細
企
業
の
排
除
を
懸
念

自民党県議との
意見交流会
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久光　義秋（光・大工 69）

黒岳 1,984m
（北海道上川郡上川町）

支部 令和元年９月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 69 − 1
岩国 1,781 10
宇部 1,659 17
小野田 572 5
吉南 1,024 − 6
下松 1,252 39
熊毛南 254 − 2
下関 1,174 − 23
徳山 757 3
豊浦 178 − 6
長門 176 0
萩 193 − 8
光 249 7
防府 957 6
美祢 171 1
山口 1,144 19
柳井 435 0

計 12,045人 61

　

30
歳
を
迎
え
る
年
に

家
族
で
北
海
道
の
車
旅

を
計
画
し
た
。
期
間
は

予
算
に
合
わ
せ
た
だ
け

の
気
ま
ぐ
れ
旅
で
光
市

を
出
発
。
舞
鶴
港
か
ら

新
日
本
フ
ェ
リ
ー
に
乗

り
小
樽
へ
向
か
う
。

　

40
年
前
は
高
速
道
路

が
整
備
さ
れ
て
な
く
、

舞
鶴
港
ま
で
一
般
道
で

２
日
が
か
り
。フ
ェ
リ
ー

も
小
樽
ま
で
32
時
間
の

船
旅
で
あ
る
。
小
樽
港

か
ら
一
路
札
幌
へ
。
時

計
台
見
学
や
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
層
雲
峡
方
面
に

車
を
走
ら
せ
る
。

　

近
く
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
一
泊
し
温
泉
に
入
り
、

黒
岳
登
山
口
で
山
登
り

s
s
s
s
s
s
s
s
s

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
９
月
末
現
在
で
、
表
の

と
お
り
１
万
２
０
４
５
人

と
な
り
ま
し
た
。

　【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
57
）】
下
関
教
育
委

員
会
か
ら
の
依
頼
で
、
下

関
支
部
は
今
年
で
５
年
連

続
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

下
関
漁
港
耐
震
岸
壁
南

　【
光
・
近
崎
秀
幸
（
大
工
・

58
）】
令
和
元
年
７
月
28
日

（
日
）、
光
支
部
の
夏
恒
例

行
事
、
学
校
施
設
修
理
奉

仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
昭
和
49

年
か
ら
続
け
ら
れ
、
今
年

で
46
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
光
市
の
島
田
地

区
の
小
学
校
・
中
学
校
で

の
作
業
。
主
な
作
業
内
容

と
し
て
は
、
小
学
校
で
は

下
駄
箱
の
取
替
え
、
建
具

調
整
な
ど
。
中
学
校
で
は

更
衣
室
木
製
棚
、
生
徒
用

ロ
ッ
カ
ー
の
修
繕
を
総
勢

９
名
で
行
い
ま
し
た
。

タ
イ
は
忘
れ
た
な
ぁ
。（
ｔ

ｙ
ｓ
で
見
ら
れ
た
方
も
お

ら
れ
る
か
も
。）

　

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、

参
加
者
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先

輩
か
ら
受
け
継
い
だ
行
事
。

社
会
に
役
立
つ
喜
び
等
々

を
念
頭
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
現
地

に
行
っ
て
み

る
と
、
テ
レ

ビ
局
の
方
が

来
て
い
て
教

育
委
員
会
の

担
当
者
さ
ん

か
ら
「
取
材

が
あ
り
ま
す

の
で
」
と
の

お
言
葉
。
作

業
道
具
は

持
っ
て
き
た

け
ど
、
ネ
ク

事
務
局
の
有
志
で
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
小
雨
で
蒸
し
暑

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例

年
通
り
た
く
さ
ん
の
子
供

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
宿
題
の
お
手
伝

い
と
物
作
り
の
楽
し
さ
を

体
験
す
る
い
い
機
会
に
な

れ
ば
と
、
有
志
の
皆
さ
ん

も
子
供
た
ち
と
一
緒
に
一

生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

中
に
は
複
数
回
の
参
加
の

方
も
お
ら
れ
、
木
工
教
室

の
認
知
度
も
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
会
場

に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
香
川
昌

則
さ
ん
も
実
行
委
員
と
し

て
参
加
さ
れ
て
い
て
毎
年

の
協
力
を
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
民
に
定
着
さ
せ
、
組

合
の
宣
伝
及
び
下
関
市
へ

の
諸
要
求
も
実
現
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

（
吉
野
星
哉
君�

５
年
生
）

　

初
め
て
の
参
加
で
す
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ト
ン
カ
チ
で
釘
打
ち
を

し
ま
し
た
。
飾
り
棚
を
作

り
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
姉
が
作
っ
て

き
て
僕
も
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

側
海
域
に
て

第
８
回
下
関

カ
ッ
タ
ー

レ
ー
ス
大
会

の
中
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

建
設
山
口

下
関
支
部
は

そ
の
中
の
イ

ベ
ン
ト
で
親

子
木
工
教
室

を
組
合
役
員
、

主
婦
の
会
、

準
備
。
こ
こ
か
ら
リ
フ

ト
で
６
合
目
付
近
ま
で

行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

娘
は
３
歳
。
１
歳
の

と
き
に
九
重
山
に
連
れ

て
行
っ
た
が
ど
こ
ま
で

歩
け
る
か
。
約
１
時
間

は
元
気
よ
く
歩
き
８
合

目
近
く
ま
で
頑
張
っ
た

が
、
天
候
が
悪
く
７
月

で
も
山
は
寒
か
っ
た
。

娘
は
疲
れ
と
寒
さ
で
歩

　

今
年
度
に
入
り
加
入
者

は
５
９
８
人
、
脱
退
者
は

５
３
７
人
で
現
在
ま
で
61

人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

未
加
入
者
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
？
現
場
等
で
ま
わ

り
を
見
渡
し
、
声
を
掛
け

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
、
労
災
保
険
、
税
金

相
談
、
各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
今
年
度
の
目
標
数

で
あ
る
１
万
２
０
０
０
人

は
越
え
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
な
る
増
員
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て「
数

は
力
」
と
な
り
、
大
き
く

前
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
「
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
守
る
」

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

け
な
い
の
で
リ
ュ
ッ
ク

に
下
半
身
を
入
れ
た
状

態
で
お
ん
ぶ
し
て
山
頂

を
目
指
す
。

　

チ
シ
マ
キ
ン
バ
イ
や

フ
ウ
ロ
ソ
ウ
な
ど
が
疲

れ
た
気
持
ち
を
癒
し
て

く
れ
る
が
、
娘
は
重
く
、

肩
に
食
い
込
む
。
登
る

に
つ
れ
ガ
ス
は
深
く
視

界
が
悪
く
な
り
、
気
温

も
下
が
る
。
北
海
道
の

２
０
０
０
ｍ
の
高
さ
は

本
州
の
３
０
０
０
ｍ
に

匹
敵
す
る
厳
し
さ
が
あ

る
と
聞
い
て
い
た
が
体

感
す
る
。

　

や
っ
と
、
山
頂
か
ら

登
山
者
の
ざ
わ
め
き
が

聞
こ
え
て
く
る
。
娘
３

歳
、
１
９
８
４
ｍ
の
頂

に
立
つ
。

　

周
囲
は
ガ
ス
で
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
状
態
、
何

も
見
え
な
い
の
で
足
早

に
下
山
す
る
。
下
り
は

危
険
な
の
で
娘
を
お
ん

ぶ
の
ま
ま
歩
き
リ
フ
ト

乗
り
場
に
到
着
。
や
っ

と
、
娘
の
体
重
か
ら
解

放
さ
れ
た
。
さ
あ
、
明

日
は
大
雪
山
に
登
ろ
う
。

　

40
年
前
の
記
憶
だ
が
、

車
旅
は
移
動
が
楽
で
時

間
が
自
由
に
使
え
る
の

で
、
北
海
道
の
自
然
と

地
元
の
人
達
と
の
触
れ

合
い
が
満
喫
で
き
ま
し

た
。
北
海
道
内
に
15
日

と
往
復
６
日
の
計
画
は

無
事
達
成
。
良
き
想
い

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒岳リフト乗り場付近

毎
日
目
が
離
せ
な
い

　

吉
南　

村
田　

亮（瓦
工
）

　

最
近
、
息
子
が
つ
か
ま

り
立
ち
を
覚
え
て
、
毎
日

目
が
話
せ
な
く
て
大
変
で

す
。

災
害
が
不
安

　

吉
南　

松
尾　

英
和

（
屋
根
工
）

　

災
害
が
来
る
た
び
に
不

安
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
が
出
な
い
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

小学校の下駄箱の取替え

指導員と一緒に楽しく物作り

　　　夏恒例行事

46回目の奉仕作業

下関支部

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
に

―
親
子
木
工
教
室
を
開
催
―

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会
で

光支部

仲間を組合へ
12,045人
（９月末組合員数）

ヒヤリ・ハット事例
■ �安全帯を掛け替えた時、枝が折れ墜落しそうになった。

　建設業
業　　種

　１．�足場とする枝に乗る前に枝の太さや腐り具合を調べ、体重をかけ
ても大丈夫なことを確認する。

　２．�安全帯の掛け替えが予想される作業は、１丁掛けより２丁掛けを
使用する。

　３．背の高いはしごや脚立を使用して、枝には乗らない。

対　　策

　剪定
作業の種類

　高さ３mの街路樹に登り枝の剪定作業
中、安全帯を掛け替える時に足を掛けて
いた枝が腐っていたため折れ、地面に墜
落しそうになった。

ヒヤリ・ハットの状況

　１．足場とする枝の強度確認が不十分だった。（安全確認不足）
原　　因
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下松　中村　哲也
（とび・51）

感
謝
の
気
持
ち

中村さん

　小・中・高と野球に専念

してきました。そこで、体

力・スタミナ等はつきその後、

建設業に就職しました。

　早いもので、独立してから25年経ちま

した。

　近年、外国人技能実習生も段々と増え

て日本の技術を勉強することができるよ

うになりました。受け入れ企業も増えて

様々な仕事に取り組んでいます。

　弊社も実習生の受け入れに取り組んで

います。

　足場組立・機械器具設置業等の仕事で

すが、ここまでやってこられ

たのも、安全管理・現場管理・

体調管理をしてきてくれた従業員

の方、そのご家族の方や会社関係、皆

様のご協力のおかげだと常に感謝してお

ります。

　この場を借りてお礼を申し上げます。

　ついて来て下さる従業員がいるからこ

そ、今まで以上頑張り・挑戦していきま

す。

　一人ではできません。これからもどう

ぞよろしくお願い申し上げます。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
順
に
並
べ
変
え

て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領

の
国
。

④
余
っ
た
時
間
。
○
○
を

持
て
あ
ま
す
。

⑤
必
要
を
こ
え
て
、
物
事

に
金
銭
や
物
な
ど
を
使

う
こ
と
は
、
○
○
た
く
。

⑥
物
や
金
銭
の
使
い
み
ち
。

⑧
も
の
を
考
え
る
能
力
。

⑪
こ
こ
へ
貯
金
す
る
人
も

い
ま
す
。

⑫
太
陽
系
の
太
陽
に
近
い

方
か
ら
４
番
目
の
惑
星
。

英
語
で
は
マ
ー
ズ
。

⑬
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
巨
石

像
。

⑮
山
の
ふ
も
と
の
こ
と
。

山
麓
（
さ
ん
ろ
く
）。

⑰
目
、
鼻
、
口
が
あ
り
ま

す
。
頭
部
の
正
面
。

⑱
○
○
一
髪
。

⑲
商
品
が
売
れ
て
し
ま
っ

て
、
残
っ
て
い
な
い
状

態
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
田
ん
ぼ
の
間
の
細
い
道

は
、
○
○
み
ち
。

②
非
科
学
的
な
言
い
伝
え
。

③
月
曜
日
の
次
は
、
○
○

○
日
。

④
大
勢
の
人
を
集
め
る
こ

と
。
○
○
○
○
パ
ン
ダ
。

⑦
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す

る
こ
と
。

⑨
キ
ク
科
の
植
物
。
秋
桜

（
ア
キ
ザ
ク
ラ
）
と
も

言
う
。

⑩
飲
食
に
お
金
を
か
け
て
、

貧
乏
に
な
る
こ
と
。
大

阪
名
物
○
○
○
○
○

（
人
形
）。

⑪
魚
の
形
を
し
た
餡
入
り

の
和
菓
子
。

⑭
現
内
閣
の
副
総
理
は
、

○
○
○
太
郎
。

⑯
燃
料
と
し
て
用
意
さ
れ

た
木
や
木
材
。

⑰
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
呼

ば
れ
る
貝
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち

パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
人
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
293
号
解
答
◇

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
福

田
清
【
吉
南
】
上
野
光
義
・

片
山
範
明
・
重
本
加
代
子

【
熊
毛
南
】
鶴
田
実
【
徳

山
】
藤
本
靖
子
【
萩
】
伊

勢
嶋
伸
子
【
光
】
田
村
秀

樹
【
山
口
】
河
﨑
浩
子
・

野
田
和
利
（
応
募
総
数
24
）

作・斉藤達夫

惜別の秋

実
に

「
惜
別
」の
情
を

禁
じ
え
ん

ど
ち
ら
も

「
ご
贔
屓
」

だ
っ
た
よ
ね

ひ
い 

き

ス
タ
ー
選
手
の

現
役
引
退
…

今
年
の
秋
は

い
つ
に
な
く

寂
し
さ
が

つ
の
る
の
う

へ
え

ど
う
し
て
？

長
年

愛
用
し
て
き
た

タ
バ
コ
の
銘
柄
が

生
産
中
止
と
な
り

　【
萩
・
下
瀬

曻
（
電
工
・

65
）】
萩
と
い

え
ば
明
治
維

新
に
活
躍
し

た
人
物
に
関

係
の
あ
る
場

所
、
か
つ
て
の
城
下
町
を

感
じ
ら
れ
る
所
。「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産｣

等
を
見
学
に
来
ら
れ
た
人

も
多
い
観
光
地
だ
と
思
い

ま
す
が
、
海
あ
り
山
あ
り

の
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所 地表に現れた縞模様の断層

E

F

BA

D

C

1

5

11

15

18

2

8

16

9

13

3

6

14

19

7

12

4

17

10

で
も
あ
り
ま
す
。

　

萩
市
中
心
部
よ
り
海
岸

沿
い
を
車
で
40
分
程
走
る

と
須
佐
と
い
う
自
然
（
大

地
）
の
力
を
感
じ
ら
れ
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

海
中
に
積
も
っ
た
土
砂

等
が
、
マ
グ
マ
の
熱
を
受

け
て
変
成
し
、
地
殻
変
動

に
よ
り
地
上
に
現
れ
断
層

と
な
っ
た
「
須
佐
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
」
で
す
。

　

以
前
は
陸
地
か
ら
の
見

学
の
み
で
し
た
が
数
年
前

よ
り
須
佐
漁
港
の
魚
捌
き

場
を
発
着
地
と
す
る
地
元

の
一
本
釣
り
漁
船
を
利
用

し
、
地
元
の
主
婦
を
は
じ

め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
ガ
イ
ド
で
、
運
行

さ
れ
る
須
佐
湾
遊
覧
船
で

海
上
か
ら
の
見
学
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運
行
期
間
は
日
本
海
が
穏

や
か
な
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
か
ら
10
月
末
で
す
。

　

土
日
祝
日
の
定
期
運
航

と
５
名
以
上
に
よ
る
予
約

運
航
が
あ
り
、
予
約
を
す

る
場
合
は
漁
船
と
ガ
イ
ド

さ
ん
の
手
配
の
必
要
が
あ

る
の
で
利
用
日
の
２
日
前

ま
で
に
要
予
約
と
の
こ
と

で
す
。

　

海
上
か
ら
見
る
「
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル
ス
」
は
、
ど
う

見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
残

念
な
が
ら
自
分
は
ま
だ
遊

覧
船
に
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

須
佐
の
名
物
と
い
え
ば
、

地
元
の
基
と
な
っ
た
須
佐

之
男
命
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
）
に
ち
な
ん
で
名
付

け
た
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の

ブ
ラ
ン
ド
名
「
須
佐
男
命

（
み
こ
と
）
い
か
」
が
あ
り

ま
す
。

　

須
佐
駅
か
ら
漁
港
近
辺

に
男
命
い
か
を
提
供
す
る

認
定
店
が
あ
り
、
予
約
が

必
要
な
店
と
不
要
な
店
が　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ

ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

あ
り
店
休
日
も
バ
ラ
バ
ラ

な
の
で
、
須
佐
駅
横
の
イ

カ
マ
ル
シ
ェ
内
の
「
須
佐

お
も
て
な
し
協
会
」
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
須

佐
湾
遊
覧
船
の
予
約
・
問

い
合
わ
せ
も
同
様
で
す
。

　

ぜ
ひ
イ
カ
の
王
様
男
命

い
か
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た

が
、
６
年
前
の
７
月
末
に

萩
北
部
地
域
を
襲
っ
た
水

害
の
と
き
に
は
県
内
は
も

と
よ
り
、
全
国
よ
り
多
く

の
支
援
と
救
援
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

自
然
の
力
を
感
じ
る

「
須
佐
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
」


